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目し,屋内起屈一移動動作能力との関連について

検討した｡

対象は養護老人ホームの入所者29名 (平均年

節 .82.7±7.8歳)で,起屠移動動作能力に影

響する脳血管障害,変形性関節症,痴米症など

を有する者は含まなかった｡

測定は,利き足 (ボールを蹴る側の足)と非

利き足を対象に,椅子座位で膝関節 900屈曲位

から膝関節最大伸展位に至る等尺件収縮を行わ

せ,その筋力 (kg)を徒手保持TEAマイオメー

ターで測定した｡脚力は,測定値の体重比百分

辛 (%)の換算値で示した｡換算値は両足個々

と両足の合算値を求めた｡起屠移動動作能力

は,BarthellndexのMobilltVTndex(MI)を用

いて得点化し,得点が満点の者を滴点群,滴点

でない者を減点群とした0滴点群と滅点群間の

脚力の比較には2標本 t検定による統計学的処

理を行い,境界範囲は満点群の最低値以 卜でか

つ減点群の最低値以下とした｡また,滅点群に

対しては,対象者の個人別脚力と減点内容の関

連についても検討 した｡

利き足の脚力は,澗点群が34.5±7.40/0,滅

点群が26.8±8.2%で,両群間に有意な差を認

めた (p<0.05)｡境界範凶は24-36%であっ

た｡非利き足の脚力は,満点群が31.6±9.8%,

減点群が23.9±5.8%であり,有意な差を認め

なかったO両足 の合算脚力 は,満点群 が

66.1±16.0%,滅点群が50.7±13.90/Oで,有意

な差 を認めた (p<0.05)C境界範囲は13±

71%であった｡

滅点群の個人別検討では,滅,た項目はMlの

｢階段｣ と ｢入浴｣の2項目にみられ,脚力位

下の程度とおおむね 一致した｡両足の合算脚力

を指標にしてみると,脚力の低下に伴って,ま

ず MTの ｢階段監視レベル｣,ついで ｢階段お

よび入浴監視レベル｣,さらに ｢階段および入

浴介助レベル｣-と変化したっ

以上より,起居移動動作能力が低下している

群では脚力の低下がみられること,また,脚力

の低 下に伴って階段昇降や入浴時のアプローチ

の能力が低下することが明らかとなり,脚力ば

起居移動動作能力に密接な関連のある体力因子

であると考えられる｡しかし,境界範囲の存存

が示されたことは,脚力と起居移動動作能力と

が必ずしも一致しない範囲があることを意味し

ており,起居移動動作能力と体力の関連を検討

するにあたっては,脚力以外の体力閃子も考慮

する必要のあることが示唆された｡

3.筋収縮様式からみた股関節外転筋の筋力特

性

池添 冬芽,市橋 則明,森永 敏博,

鈴木 康二 墨木 裕士,浅川 康吉,

羽崎 完,漬 弘道

(京都入学医療技術短期大学部理学療法

学科)

股関節外転筋力の評価に関する報告は数多く

あるが,そのほとんどは等尺性収縮や求心件収

縮における筋力を評価 したものであり,遠心件

収縮における筋力を検討した報告は少ない｡本

研究の目的は,求心性収縮と遠心性収縮におけ

る股関節外転筋筋力を測定し,収縮様式と角速

度の違いが股関節外転筋筋力に与える影響を検

討することである｡

対象は健常成人10名 (男性4名,女性 6名)

であり,平均年齢は22.2±2.1歳であった｡

筋力測定にはマイオレット R7-4J50 を用い

た｡)測定肢位は側臥位とし,骨盤の引き上げに

よる代償運動を防lLするために,対象者の骨盤

をベルトおよび検者の徒手にて固定したO測定

は右股関節とし,測定可動域は股関節外転 0∩

から 450までとした｡ 運動は 300/ち,90C/S,

150D/Sの角速度で,それぞれ求心性収縮お よ び

遠心性収縮による等速性運動を行わせた｡測定

は各条件ごとに予備運動をおこなわせた後,蘇

大努力にて3回外転運動を行わせ,その最大筋

力値をピークトルクとして記録した｡また,逮

心件収縮におけるピークトルクを求心性収縮に

おけるピークトルクで除すことによりE/C比

を求めた｡

遠心性収縮と求心件収縮の筋力比較では,各
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速度にかかわらず,求心性よりも遠心性収縮の

ピークトルクが高値を示したく)

各速度の変化 とピークトルクの関係をみる

と,求心性収縮においては,角速度が増加する

に従いピークトルクは減少する傾向にあった｡

一万,遠心性収縮においては,SOW/SとH()cjsの

比較では,速度増加に伴いピークトルクは増加
したが,900/Sと150ソSの比較では,速度増加

に伴いピークト)レクは減少した｡

さらに,角速度の変化とE/C比の関係では,

角速度が増加するに従い E/C比は増加した｡

以上により,股関節外転筋筋力を正確に測定

し評価するには,筋収縮様式や角速度による影
響を十分に考慮する必要があることが示唆され

た｡

4.大腿四頭筋 にお ける神経筋促通手技

(PNF)パタ-ンの筋電図学的分析

羽崎 完,市橋 則明,森永 敏博,

演 弘道

(京都入学医療技術短期大学部理学療

法学科)

pNFに用いる運動パターンは,一種の協調

的集団運動 (massmovement)パターンであり,

螺旋的 ･対角線的運動であることを特徴として

いるo今担=ま,大腿四鰻筋客筋の筋活動が,

PNFにより増強されやすい運動パターンを明

確にする目的で,表面積分筋電図 (IEMG)を

記録し,分析した｡

対象は,健常男性 う名,女性 5名の吉110名

(平均年齢21.7±3.2歳)とし,測定筋は右下肢

の内側広筋斜頭,大腿直筋,外側広筋とした｡

運動パターンは股関節(i)屈曲 ･内転 ･外旋,②

伸展 ･外転 ･内旋,③屈曲 ･外転 ･内旋,④伸

展 ･内転 ･外旋の4パターンとし,延長域で最

大等尺性収縮を3秒間行わせた,J得られたそれ

ぞれの IEMGの平均 IEMGを,膝関節伸展位

における各筋の最大等尺性収縮時の平均

IF二MGでif_規化し,% IEMG として表したO

内側広筋は内転 ･外旋を含む運動パターン
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(①,④)で,% IEMG 高値を示 した｡これ

は,内側広筋と内転筋群が協調して働 くという

Harlten らの報告を裏付ける結果となった,:大

腿直筋は,屈曲を含む運動パターン (耳,③)

で% IEMG が著しい高値を示 したく)これは大

腿 直 筋 が2関 節 筋 で あ る た め, 山下 や

Basmajiarlらが報告しているように,股関節の

肢位にかかわらず,膝伸展位では股関節ILLf筋と

して作用するためと考えられる｡外側広筋は,

内側広筋と同様に,内転 ･外旋を含む運動パ

ターン (Ci),④)で%IEMGが高価を示した.

これは,外側広筋には同曲 ･外転の運動パター

ン (③)が有効であるとする Vossらの経験的

考察に基づいた報告を否定するものである｡

以上から,大腿四頭筋は,膝の運動を伴わな

い場合でも,股関節の運動から影響を受けてお

り,pNlllを適用する場合,FH勺とする筋の活

動が増強されやすい運動パターンを,経験的に

ではなく,筋電図などの分析に基づいて的確に

選択する必要のあることが示唆された0

5.光硬化性樹脂を用いた手 ･指部装具の開発

小野 泉,早川 宏子,上羽 廉人,

塩谷 美和*,神先 秀人*

(京都大学医療技術短期大学部作業療

法学科,京都大学病院理学療法部*)

手 弓旨部装具の目的は,装着部位の固定,安

静,変形予防,矯止であり,固定装具と弾性装

具に分類される:/l装具材料として木材,皮革な

どが使われ始め,現在殻も広く使用されている

のは低温熱ur塑性樹脂材料である｡

我々が新しく開発した光碩化性樹脂 (口本油

脂 KK)を材料とした装具は固定,安静を目的

としたrBl走装具である｡この樹脂液は,ポリエ

チレングリコールジメタクリレ-卜と微粉末シ

リカを主組成とし,感光剤にカンプ7-キノ

ン,重合開始剤にベンゾフェノンを含み,淡黄

色透明,低?.I,調性の液体である｡これは特定波

長の光 (47Onm の叶視光線エれ レギー)を吸

収すると,重合硬化を開始し,完全架橋重合が


